








〔目的〕 

JRA は,全身型,多関節型,少関節型の 3 つの発症病型に分けられるが,経過を追うとその病

型は変化し,また予後も異っている。 

予後に影響する因子としては,発症病型,発症年令,罹患年数,血清学的にはリウマチ因子,

治療としては薬物療法の選択や理学療法,社会的には家族や周囲の人々の協力など考えら

れている。 

医師としては,これらの因子を各患児についてよく把握し,それぞれ適切な生活指導が必要

である。 

そこで,我々は昭和年 40 年～56 年に経験した JRA で発症後 1 年以上経過した 37 例につい

て関節機能障害の予後について検討した。観察時の罹患年数は平均 6 年(1～16 年)である

。 

また,これらの患児で現在診療している 14 例について, 

日常生活動作検査(ADL テスト)を行ったので,その結果について報告する。 


